
監督 :土本典昭／水俣の図 :丸木位里、丸木俊／音楽 :武満徹／詩 :石牟礼道子
／製作 :高木隆太郎／撮影 :瀬川順一、一之瀬正史／ 1981年／ 1時間 51分
／製作 : 青林舎／配給 : シグロ／「水俣の図」を制作する画家の姿を通じて、
水俣を新たな視点で見つめ直すドキュメンタリー。1979 年、年老いた画家
の夫婦が水俣を訪れる。やがて「水俣の図」は完成、発表となるが夫婦は
その後も水俣を訪れた。絵画と詩と音楽でつづるもうひとつの水俣。

民族文化映像研究所製作２作品
【山に生きるまつり】1970年／38分／宮崎県の山村、銀鏡（しろみ）の銀鏡神社では、
厳粛に霜月のまつりが行われる。そこで行われる33番の神楽は古風な山の文化を
伝えており、1977年には国の重要無形民俗文化財に指定されている。【竹富島の
種子取祭】1980年／55分／沖縄県八重山諸島にある竹富島。旧暦9月あるいは10
月の戊子（つちのえね）の日を中心にした10日間、タナドゥイ・種取祭が行われる。

【ふじ学徒隊】太平洋戦争末期の沖縄戦で、学徒動員により傷病兵の看護に当たった積徳
高等女学校の生徒たちを記録したドキュメンタリー。監督 :野村岳也／カラー／48分／
2012年（海燕社）【老いる 5人の記録】1977年晩秋から翌年早春にかけ、長野県の佐久
地方で生活する五人の老人たちの日常を、極力人為的な手法を排除し、音楽もナレーショ
ンもなく、ただ記録することを主眼とし、結果として、“老いを生きる”ことが生々しく
浮き彫りになった作品。監督:小泉修吉／カラー／58分／1979年／グループ現代

法隆寺の昭和大修理、薬師寺の伽藍復興に一生を捧げ、ガンに冒されながらも
若い大工に仕事のあり方を伝えようとした“最後の宮大工”西岡常一の姿を
捉えたドキュメンタリー。監督 :山崎佑次／ナレーター :石橋蓮司／製作 :ⓒ
『鬼に訊け』製作委員会／助成 :文化芸術振興費補助金／後援 :奈良テレビ放送
株式会社 奈良新聞社／協力：彰国社（建築・土木図書専門出版）／ 2011年
製作／ハイビジョン／カラー／ 88分／配給 : 太秦

沖縄県南城市の久高島は、昔から神の島として知られ、年間三十に及ぶ神事が、
島の暮らしに組み込まれており、今でも島人によって厳粛に受け継がれている。
この久高島最大の神事が、十二年に一回午年に行われる「イザイホウ」である。
「イザイホウ」は、３０歳から４１歳の島で生まれ、島に生きる女が神になる神
事で、四日間の本祭を中心に一ヵ月余の時をかけて行われるのである。
監督 :野村岳也／1967年／モノクロ／スタンダード／モノラル／49分

※上映作品は、予告なしに変わることがあります。詳細はウェブサイト(http://www.kaiensha.jp)にてご確認下さい。

企画：財団法人 ポーラ伝統文化振興財団／製作：株式会社 桜映画社


